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はじめに

本調査報告書は､海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)のプロジェクト･ファイン

ディングチームとして1g92年9月14日から 9月28日にかけて実施された下記の二件､

グアテマラ国:ラ･マキナ地域農村総合整備計画

コスタリカ国:エレディア地区農村活性化環境整備計画

に関するプロジェク トファインディング調査の現地報告書である｡

グアテマラ国の調査対象地域は､首都グアテマラシティの南西約200kmの太平洋岸に位

置し､けルウレウ県とスチテへ●ケス県にまたがるラ･マキナ地域でサマラ川とイカン川に挟まれた

沿岸低平地である｡

グアテマラでは従来､天水農業によりトウモロコシ､サトウキビ,豆類(フリフォーレス)等

を栽培していたが､近年の食生活の変化に伴い野菜の需要が増加してきている｡そのた

め､政府は農業政策として小中規模生産農家の生産近代化のために｢小規模濯救国家計

画+を策定した｡本調査は､その選定地区とされているラ･マキナ地域について調査を

実施した｡

一方､コスタT)カ国では昨年度実施した上記のP/F案件において､提出したT/a

に一部変更が生じたため､この調整を兼ね現地の補足調査を実施したものである｡本地

区は首都サンホセに隣接しており､エレディア市を中心とした都市近郊農業地帯では､

虐親水源である河川の上流部からのコーヒー豆処理廃水や生活雑排水の混入により､水

質汚濁が年々深刻化している｡従って､本計画が早急に日本政府の開発調査案件として

実施され､当国の発展に寄与することを願うものである｡

今回の調査実施に当たってはグアテマラ国及びコスタリカ国両国の在日本大使館なら

びに関係機関より､貴重なご意見･情報の提供等を頂き感謝の意を表すとともに､これ

らの計画が今後実現に向かって進展することを願う次第です｡

平成 4年11月

ADCA調査団(内外エn'ニ7])げ株式会社)

前田 康男

桜井 正信
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海外農業開発事業プロジェクトファインディング調査報告書
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1.地塾生監星

1. 1且塵盈_逆進皇監盗抜逸

中央アメリカで最も北に位置するグアテマラ共和国は､北緯13o 44‾から北緯

18o 30‾､西経80o 30‾から西経92.o 13‾の問にある｡国土面積は10.9万km三であ

り､北はメキシコに､東はホンジュラス･エルサルバドル･カリブ海に､南は太

平洋に接している｡国土の 7割は山岳地帯で活火山が多く､気候も地形によって

高原地帯は温帯性､北部低地帯および南西部海岸地帯は熱帯性高温多湿となって

いる｡

地域の月別平均気温は､標高1,000-2,500mの高原地帯で15o -20o
､北部低地

及び南西部海岸地帯は25o -30o となる｡降雨量は山岳部で1.000-1,500皿m/年､

低地部で2.500-3,000mm/年である｡特に,山岳地域は雨期と乾期にわかれており

降雨量は 5月-10月の期間に多く､ lュ月- 4月は少ない｡

グアテマラ国の総人口ほ 920万人(1990年)で､産業の中心は農業であり､国

民総生産の約25%､輸出高の75%以上､労働人口の約60%を占めている｡従来の

主要輸出産品はコーヒー,砂糖､バナナ､綿花､カルダモン等の伝統的作物であ

ったが､近年グアテマラ政府は野菜､果物､生花等の非伝統的作物の拡大を図っ

ており､その生産量の伸び率は年25%にも達している｡

国の径済は､ 1970年に 6%台の成長率を記録したが78年から成長率は下落し､

80年代前半は経済活動が沈滞した｡また､ 89年には国の主要輸出産品である(輸

出額の約40%を占める)コーヒーの世界市場における国際価格の下落もあって､

深刻な国際収支の問題に直面し､通貨の対ドル固定相場制を維持できなくなり､

89年11月為替の自由化(切下げ)に踏み切った｡同措置に伴いインフレ傾向が著

しくなり､国民生活が悪化しつつある｡

最近の政情としては､ 1970年以降軍人大統領が続いたが､ 1983年メヒア政権の

下で民政移管が進められ､ 1986年キリスト教民主党のビニシオ･セレソ大統領が就任

し､民政移管が達成された｡同大統領は人件問題,貧困階級の生活向上などに努

めたが､ネポティズム､腐敗の幣に陥り経済政策も余り大きな成果を上げられな

かった｡但し､外交面においては積極的中立政策を唱え､エスキプラス合意のイ

ニシアティブ をとり､ニカラグア紛争の解決に大きな役割を果たした｡現在は

1991年1月に選出､就任したアントニオ･セラーノ大統領が5年任期で政権を担

当している｡

-1-



尚､当国の主要経済指標は以下の通りである｡

-主要経済指標(1989年､出典: IMF資料)

国民総生産

1人あたりGNP

GDP成長率

歳 出

歳 入

財政赤字

貿 易

輸 出

輸 入

主要輸出品

外貨準備高

対外債務残高

;82億500万ドル(世銀)

:920ドル(世銀)

:3. 0%(90年暫定cE PAL)

:30億7.000万ケッツァル

:21億6,000万ケッツァル

: 9億 500万ケッツァル

:FO B 12億6,500万ドル(90年暫定cE PAL)

:FO B 16億 500万ドルく90年暫定cE PAL)

:コーヒー､バナナ､綿花､砂糖､カルダモン

: 4億4,000万ドル(89年中銀)

:28億3,500万ドル(90年暫定c
E PAL)

通貨(Q,ケッツァル) 川SS=Q5.1986

1. 2国産鼠萱丑塵

1987年7月に同国政府は｢国家再編5か年計画(1988-1992) +を発表し､経済

の再活性と社会基盤の整備につとめている｡同計画の優先分野として､水道､濯

概､土地､道路､食糧､住宅､輸出振興､保健､教育,治安の9分野があげられ

ている｡

その後､ 19gl年11月に発表された｢国家開発5か年計画(1992-1996) +も､先

の前国家計画と同様､農業部門に最優先の開発順位を置いており､再生可能な天

然資源の有効利用による総合的･効率的な開発を目指している｡

特に､伝統的作物生産によるモノカルチャー経済から脱皮を図り､安定経済発

展並びに国際収支の改善を図るために､非伝統的作物生産への転換を継続実施し

ようとしている｡そして,この非伝統的作物増産の担い手を中小農民とし､その

生活改善を図ろうとしている｡濯概はこれらの目標を達成するための有効な開発

手段として位置づけられている｡

1991年4月に作成された農牧食糧省の｢濯淑･排水マスタープラン+では､虐

郵適地面積を262万haとし,内7万haを直接取水可髄地域, 261万haを貯水池濯

淑可能地域､ 219万haを地下水濯淑可能地域としている.
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新規開発事業としては大規模及び中規模濯概開発は極力民間の岳用を図り､政

府公共事業としては小規模港淑開発に重点をおいた実施方針を掲げている.今後

20年間に新規開発計画として36万baの整備を目標としている｡

1. 3農芸旦退塾

グアテマラ国の農用地は約455万haで国土面積の約 40%に当たる｡ 当国は

22の県から成り立っているが､その気候･地形条件も様々である｡主な農産物は

コーヒー､綿花,砂糖キビ､バナナ､カルダモン､トウモロコシ､ジャガイモ､

タバコ等の伝統的作物に加え､近年農業牧畜食糧省の指導によって非伝統的作物

(野菜類､果物､生花等)の栽培が活発になってきている｡

当国の農業は従来より天水農業であり､気象条件により地域的な栽培作物が異

なっている｡降雨量は､北部のエルペテン低地では年平均降水量は約2,000mmで

ある｡クキュマテネス山脈からグアテマラ市に至る高原地帯は､国内で最も乾燥

した地域であり､中央部では 500mm- 1,000mmで､グアテマラ市東部地域一体で

は 500nm程度である｡また､南部の太平洋沿岸地域は 2.000Tam- 2,500mmである｡

従って､北部低地は未だ大部分が未開のジャングルであり､中央高原地帯では

谷合いの平地でコーヒー､ジャガイモ､野菜類(イチゴ､ブロッコリー､レタス､

セロリ等)が栽培されており､大平洋沿岸では､砂糖キビ､トウモロコシ､バナ

ナ､スイカ､果物(マンゴ､パイナップル等)が生産されている｡

濯淑の歴史は､ 1930年代から今日まで､民間資本によりいくつかの惑淑開発が

国のあちこちで行われたが､国営としては1945年に農業省の指導により､国有地

を分轄して必要とする小農たちが開拓を行い､感概を促進するために土地を提供

した｡しかし､開拓地での濯淑は実施されなかったので､政府は1957年に政令で

農業省の機関として｢The I)irectorate General of Renewable Natural Resour-

ces +を設立し､国営雇淑事業に着手した｡

本実施機関により､現在までにサラマ地区,モンハス地区､アスンシオンミタ

地区､ラ･フラグア地区等の濯瀧事業が実施されている｡
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2. ラ__二__ヱ皇土塵盛鼻血盛会監盈鼓直

(Proyecto Modelo de EquipaⅧiento lntegrado de la Maquina)

2. 1証塵旦畳量二匿盈

近年､グアテマラ国政府は生産基盤のもろい小規模経営農家に対し､農業生産

基盤の整備､農業生産の拡大､農産物の多様化を通じた農民の生活改善を目的に

小規模澄淑事業を計画している｡

当計画にそって1979年にUSAI Dの技術協力により､西部高地において小規

模な虐政事業が開始された｡開始当初は河川水､湧水等地表水を重力により配水

し､ 10ha程度の高地を濯赦する方式が取られた｡これは小規模農家に対する虐政

栽培技術の導入を容易にすると共に､多くの収入を農民にもたらした｡

1991年11月に発表された国家開発5か年計画(1992-1996)でも､農業部門に最

優先の開発順位を置いており､農産物の生産性向上のための国家組織が機構化さ

れた｡この内､国営濯故事業は農牧食糧省農業サービス総局(DIGESA)の下部組

織の濯淑排水技術局(DIRIYA)により実施されており､小規模濯淑はDIGESAの7●

ロシーェクト調整協定部(UCPC)にある小規模国家計画課(PNMR)によりその事業運営

実施がなされている｡

こうしたなか､ DIRIYAは国営事業の内､第一にグアテマラ市の西南約200kmの太

平洋岸に位置する｢ラ･マヰナ地域+を取り上げ､ 1985年に河川水を水源とした

濯淑計画調査を実施した｡

本地域は約30年前に国家事業として整備された入植地であるが､濯概未整備の

みならず農道網の荒廃､河川氾正による浸水､農産物集出荷施設の不備等の問題

点がある｡また､農業生産関連インフラ整備も遅れており､これ■らを含んだ総合

整備事業の実施を強く望んでおり､日本政府への技術協力を期待している｡

2. 2塾_区盈墓

(1)位置及び範囲

計画対象地域は首都グアテマラシティーより南西へ約200km､行政区は Sucbit

epequez県Cuyotenango市と Eetalhuleu県SanAndres Villa Seca市の両地域

にまたがる太平洋岸である｡ (図-1参照)

-4-



(2)気象条件

本地域は熱帯サ八一ンナ地域に属し､気温は年平均で27oC-38℃で最低は12月の15oC

である｡年平均雨量は1,860mnで5月-11月の雨期にはとんど降り､ 12月- 4月は

乾期である｡

(3)地形及び土地利用

地形は太平洋岸の援やかな平坦地で標高は海抜10m-200mで､地形勾配は3-

4% (最大30%)である.地下水位は2-28mと比較的高く､西部はSanala川､東

部はIcan川に挟まれている地域である｡

現況の土地利用は､すべて入植による既耕地で75%が畑地でトウモn)シ,ごま､ゾル

コー､ユカ等で､残る25%は放牧地である｡

2. 3婁蓋丑塵旦度量

(1)計画の目的

国の農業政策である天然資源の有効利用による総合的･効率的な開発計画に準

じて､地域農業の生産性向上と小農家の育成のため､農業生産関連インフラ整備

を実施し､輸出用作物の増産､小農民の所得増加を含む地域全体のレベルアップ

を図る｡

(2)計画の内容

計画対象面積27,300ha,稗益農家数1,350戸(平均所有面積20ha)において虐政

計画､道路整備､農地保全等総合整備計画を樹立する｡

本計画の内容は､

①農業基盤:水源施設及び虐政水路網の整備

②農地保全:洪水防御施設建設

③農村イ〃ラ:農道綱の整備(橋梁建設含む)

④生産振興:多目的集出荷施設整備､農民組織強化

⑤維持管理:管理用機材

等であり､これらの事業ゐ実施により受益農家の所得の増大､生活水準の向上

達成を目的としている｡
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1)農業基盤整備

本地域は入植地で河川､地形によって4ブロック(A-D)に分けられる｡こ

の内､特に雇概が必要な地区(C7一口ツタ)約5.000haを対象に､サマラ川を水源と

する濯淑計画を立てる｡

本計画は､ DIRIYAにおいて1985年に調査及び詳細な比較検討が実施されており､

この施設計画としては,取水施設1ヶ所､導水施設12kⅦ､地区内用水路細45kmで

ある｡

2)農地保全事業

本地域の西境を流下するサマラ川は､雨期にはかなり増水する｡そして,時に

は洪水となり地区内周辺農地に浸水し､農産物に多大な被害を被らせる｡

従って､サマラ川左岸沿岸の農地を洪水から保護するため､洪水防御用の堤防

(約1.Okm)建設を計画する｡

3)農村イ〃ラ整備

現在､地域内では幹線道路が地区中心部を縦断しており､アスファルト舗装されてい

る｡そしてこれを主軸に約20ba (800m*250m)の区画にロッテ割りされ､約1.6k

m間隔で幹線道路に支線農道が配置されている｡

これらの支線農道は､土道で降雨時にはあちこちに大きな水溜りができ走行困

難な状況である｡従って､走行に支障のある農道を整備すると共に､必要なヶ所

に橋梁を設置する｡

4)生産振興

濯淑事業によって農産物の生産性は向上するため､地域内の農民組織の強化を

計り､農産物の一括集荷及び計画出荷を実施するための多目的集出荷施設を整備

する｡そして､生産性向上のための営農指導計画を立てる｡

5)維持管理用機材

上記の虐淑施設及び農道の維持管理に必要な維持管理用機械の導入計画をたて

る｡
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2. 4重量真底過

当該計画の実施に当たっては次のような開発計画工程のもとで行うこととする｡

①当該国の要請に基づいて､事前調査ミッションによるS/Wの締結

②上記事前調査に沿ってF/S調査を実施する｡ (日本への技術協力)

③事業の実施(日本等への資金協力)

尚､当該国の実施機関はDIGESA (DIRECCION GENERAL DE SERVICIOS AGRICOLAS)

が主体となり､関連機関としてINTA (川STITUTO ⅣAC70ⅣAL DE TRANSFORMACION AGR

ARIA)が協力して実施する｡

2.5塩全盛見

本地域は､ 1963年に川TAによって開発された入植地であり､当初は農地開発が

主体で道路網及び区画割が実施されただけであった.しかし､地域の一部では虐

概が必要となり､ 1985年にDIGESAの下部組織であるDIRIYA (DIRECCION TECⅣICO

DE EIEGO Y AVENAMIENTO)によって､本地区の濯淑計画が立てられ現地調査及び

施設計画･設計が実施された｡しかし､その資金手当が付かないためこの計画は

必要性が高いものの放置されている｡

一方､川TAの方では入植地整備はしたものの､その後の農道等の維持管理体制

及び管理機関の組織がないため､管理のための整備は実施されていない状況であ

る｡また､洪水による農地への浸水で耕作不可能地ができ､地元農民からは政府

に強い改良要望が出されている｡

従って､本地域は当初DIRIYAの計画する小規模虐政事業だけを対象に考えてい

たが､本調査の段階で相手国担当者と協議した結果､本地域の抱える諸問題を全

て包含した地域の総合整備事業として計画する方針で合議した｡

このような類似の問題を持った入植地は､当国太平洋岸地域には数地区あり､

周辺地区に対するモデルプロジェクトとしての波及効果ほ大きく､国家計画に於

ける位置付けもされており､これらの点を考慮し､本計画は当政府において高い

優先度を持った案件であると判断できる｡
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3.三_ヒ王∠_ヱ塵区星杜造盤土地

(Proyecto Mode de Desarrollo Rural Sostenible en la Zona de :eredia)

3. 1立直旦豊量_二_塵塵.

コスタリカ国政府は､ 1g90-1g94年の農牧業開発中期計画の中で､伝統的輸出

農産物(コーヒー,バナナ,砂糖､牛肉等)の生産性向上､非伝統的農産物(野

菜､果樹､花き等)の生産拡大と輸出振興及び主要食料農産物(米､トウモロコ

シ､フリホール豆等)の自給度の向上を重要政策課題として掲げている｡本計画

に沿って中央高原地帯は､重点施策地域に指定されている｡本調査対象地域であ

るエレディア地区は,この高原地帯のばば中央に位置し､首都サンホセに隣接し

た近郊都市地域と農業地域が混在している｡

本地域一体は､都市近郊農業地帯と位置付けされているが､近年の市街化の拡

大とそれに伴う住宅化の進展や､コーヒー処理プラントからの廃液､地区内工場

からの廃液等により､環境汚染が進み､虐政用水源である河川の汚濁が深刻化し

ているoまた､乾期の農業用水の不足とあいまって,同地域の農業生産性の拡大

と農村振興上の阻害要因ともなっている｡

このため､コスタリカ政府は,エレディア地区とその周辺地域に-ぉけるセグン

ド川及びアラフェラ川の水質改善を主眼とする環境整備と虐政施設整備計画の実

施を促進している｡

このような背景を受けて､ 1991年10月ADCAの調査団が計画内容の検討､改善効

果の協議のため同地区の事前調査を実施した｡そして､本調査結果を基にT/良

を作成し､相手国政府の実施機関である地下水雇概庁(sEⅣARA)に提出した｡

この内容について同国政府内で協議された結果､ ■一部修正事項が生じたため､

今回この調整と現地補足調査を兼ね､フォローアップ調査を実施したものである｡

3. 2些_区逸窒

計画対象地区は､中央盆地東側､首都サンホセから北東へ約30kmのエレディア

市を中心とする地区でセントラル(Cordillera Central)山脈､ヒリーヤ川及び

アラフェラ川に囲まれたエレディア県に位置し､アラフェラ県の一部地域も含ま

れる範囲で,対象地区面積は42,500baである｡ (図-2参照)

本地区の農業及び社会･経済概況は次の通りである｡
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1)地形･土壌:標高500-2,960m,黒ボク火山灰土

2)気 象:年間平均降雨量1,800nTB,年間平均気温20.2oC

3)行政区分:エレディア県､エレディア地区

4)稗益人口:207,000人(直接受益農家人口23,000人)

5)農家戸数:4.300戸

6)主要農産物:コーヒー(協同組合形態) ､野菜､牧畜

7)一戸当り平均耕作面積:10ha (コーヒー) ､ 0.5-1.Oha (野菜)

8)農村インフラ:飲料水は河川から直接取水(一部､地下水利用)

簡易トイレ普及率83% (このうち浄化槽は71%の普及率)

農業関連施設とし七コーヒー処理プラント11ケ所

9)小規模港概計画状況:
･

sAⅣ BOSCO地区A= 170ba

･ sAⅣTA BARBARA地区A: 46ba

･ SANTIAGO OESTE地区A-- 1QOha

･ SAN ANTONIO DE TEJAR地区A= 111ha

3. 3重畳証画旦匪墓

本開発計画の目的は､中央盆地エレディア地区における河川の水質改善,濯概施

設の整備､農産物収穫後の処理施設,農村部住民の簡易上水道施設､農業用道路の

整備を主体とする農村活性化環境整備計画の策定である｡

[事業計画の内容]

1)農村環境整備事業

一水 質 改 善

-上水道施設整備

一生清廉乗物対策

一環境保護対策

2)農業生産基盤整備事業

一水 源 開 発

:コーヒー廃液の処理施設の整備

排水基準の策定(生活排水､工場排水)の策定

水質改善計画の策定

:簡易上水道施設の整備

:ゴミ処理施設の整備

:土地利用基準(ゾーニング)の策定

:既存濯淑施設の整備･改修

新規水源施設整備(虐政水確保)

濯概計画の策定
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一生産インフラ整備:農道整備(簡易･砂利舗装)

収穫後処理･集出荷･貯蔵施設の整備

一宮 農 計 画 :営農計画(作物選定､生産計画)の策定

生産者組織の育成･強化

農業支援組織の強化

-維持管理用桟材 :施設維持管理用機材の供与

3. 4量墓呈塵丑直

(1)実施機関

本プロジェクトの主幹実施機関は,虐政排水庁(SENARA)であり､農牧省､

ナショナル大学,コーヒー庁の各関連機関の協力体制のもとに調査･計画･実

施を遂行する｡

プロジェクト実施母体の組織図は次の通りである｡

コーデIネー9-

コート庁

コート処理廃液

水質汚濁

SENAfiA

農業開発

ナショナル大学

環境改善

SENARA-大学協力協定

コーt-庁-大学協力協定

(2)調査計画の概要

対象地域において,マスタープラン調査及びパイロットプロジェクト調査を

実施する｡

なお､マスタープランにおける基礎調査の主要な調査項目は次の通りである｡
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[調査項目]

1)自然条件調査

一地 形

一気 象

一水 文

一土
壌

一地下水

:地形特性､勾配配分

:降雨量分布､降水量､気温､日射量､相対湿度

:河川流域､水量､渇水量,流水係数,洪水確率

:土層､構造､肥沃皮､土壌分類,土壌図

:水位､水量､水質

一土地利用:土地利用状況､土地利用図､市街化状況

一濯淑排水:用水状況､排水状況､保健衛生状況

2)社会径済条件調査

一地域行政区分､年間所得､生活水準､工業分布､流通システム､道路状

況､農村インフラ状況

3)農業調査

一土地所有:農村共同体､農家の土地所有状況

一農業生産:農村共同体別生産量､濯淑･非濯叔別生産量､生産性､栽培

法､濯概法､植林方法

一関連施設:集出荷施設､加工施設､生産関連施設建設計画､農産物輸送

関連インフラ

一環境情報:水質､土壌､その他

一栽培面積:農地面積,栽培面積､土地利用率､作物導入計画､輸出用農

産物計画

一農民組織:協同組合､組合組織率､生産者組織計画､水管理組合

一流通組織:流通システム､流通関連施設

一教 育:農業､環境教育組織等

一水利用 :地表水､地下水利用状況

4)農業関連インフラの現状調査

一既存施設:関連インフラの分布,現状

一水利施設:濯淑排水システム､雇淑排水施設の整備､改修

一水利用 :用水量､水利用期間

一道 路 :農道の状況

一洪水被害:被害面積､被害状況

一維持管理:インフラ維持管理組織の現状

一建設計画:新規インフラ建設､機材整備計画

5)フ○ロシーェクト評価調査
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-フ●0･/ェ州実施の際に､経済的妥当性､便益､効果の評価､ 7●t]シーェクr7'ラ

ン等の評価を実施する｡

(3)調査実施工程

調査実施の工程は次の通りとする｡

工程 期間

1.実施協議
_且生月_

2.マスター7oラン調査 14ヶ月

3.Jloイ叫げラン調査 也_

4.資金要請 旦_生且

5.実施設計
_旦土且

6.事業実施 24ヶ月

3.5絶全盛見

本地域の中央部であるセダンド川涜域では,既にSENARAやナショナル大学によ

り,小港概施設整備計画､セグンド川流域環境改善計画の予備調査が実施されて

おり､基礎データ-も蓄積されている｡また､本計画の実施機関となるSENARAの

開発局､技術局には日本において研修を経験した十分なスタッフが配置されてい

る｡その上､ sEⅣARAには現在濯概専門家としてJICAより派遣された職員が在籍し

ており､また他の関係機関であるコーヒー庁及びナショナル大学との協力体制が

確立されている｡

1990-1g94年の農業開発計画の重要課題である伝統的農産物の生産性の向上､

非伝統的農産物の生産拡大･輸出振興､地元農民の生活水準の向上にとって中央

盆地の農業開発は不可欠であり､本計画と国家計画の整合性も高い0

また､本計画は同地区一体の環境改善､農業開発への公益性が高いのみならず､

中央高原地帯で類似した問題を持つ他の地域に対する開発モデルとしての多大な

波及効果が期待できる｡
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4.その他の計画

｢テイカンル地区小演模雇淑計画+

本地区は､グアテマラ国エスクイントラ(ESCUINTLA)県の西端の太平洋岸に位置し､今

回P/F調査を実施したラ･マキナ地域に隣接した地域である｡同地区はグアテマラ

政府の農業政策の柱である零細農業救済のための小規模虐政事業地区に選定されて

おり､ 1987年に農業省の濯概排水技術局(DIRIYA)によって既に調査が開始され､

1989-1990年には実施設計を終了している.

本計画の目的は､

一地区内の農業生産性の向上及び生産量の増大

一水源確保と土地資源の有効利用

一農牧生産物の多様化によって､農家所得の増大を図る｡

-農業生産の拡大を図るための農民組織の強化o

等であり､受益面積971ha (受益戸数279戸)の零細農家のレヘールア･/7'を図るもの

であり､プロジェクトの主体は､小産概施設の建設と農業開発計画である.

小港概施設の計画としては､以下の通りである.

-ナウアラテ(Nahualate)川より､ 2.OTn3/sを取水する施設の建設

一導水路約14kmの改修

一幹線用水路12kmの建設

一支線用水路20kmの建設

一排水路26kmの設置(排水不良地を対象)

-その他付帯構造物一式

農業開発計画としては､以下の通りである｡

一本計画では､地区内で既に生産されている農業経営はそのまま持続させ､新
規導入作物としては､土壌条件,気象条件､農家の体制､市場の見通し等を

考慮して決定する｡提案される作物としては､バナナ､スイカ､トウモロコ

シ､ゴマ､メロン,トマト､ピーナッツである｡

一濯淑排水プロジェクトの区域は､北緯14o 13‾西経91o 31‾に位置し,海抜

2m-8mの太平洋岸であるo濯淑面積は971haで､テイカンル村､サンペ

ドロナウアラテ村､ラストロサス村､ティキサテ村があり､提案される7つ

の作物導入計画を通して､ 279家族が直接受益を受けることとなる｡

-16-



虐政排水技術局(D柑IYA)では､地元農民を始め社会的要請が強い本計画は小規

模な投資で大きな効果が期待でき,技術的問題も少ない辛から､早期実現のため優

先事業の一つとして､わが国に無償資金援助の要請を行いたいと考えているところ

である｡
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添付資半三

1. 調査日程

2. 面会者氏名

3. 収集資料リスト

4. 現地写真
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直且虹 調査日程

日順 年月日(曜日) 出発地 到着地 宿泊地 調査内容

1 I.4.9.14(月) 成田 機中 ･日本出発(ロス経由)

2 9.15(火) クーァテマテクーァテマテ
･クーァテマラ着､調査準備

3 9.16(水) 〟

･DIGESAと協議､大使館挨拶

4 9.17(木) クーァテマラレタルウレウレタルウレウ･現地調査

5 9.18(金) レタルウレウクー7テマラ クーァテマラ ･現地調査

6 g.19(土) ′′

･調査結果整理､資料収集

7 9.20(日) //

･資料整理

8 9.21(月) ”

･現地補足調査

9 9.22(火) クーァテマラ コスタT)カ サンホセ ･DIGESAと協議､サンホセへ出発

10 9.23(水) ”

･sENARAと協議

ll 9.24(木)
”

･現地補足調査

12 9.25(金)
”

･sENARAと協議､大使館報告

13 9.26(土) サンホセ ロスアンセールスロス7ンセールス･コスタ[)カ出発

14 9.27(日) t]スアンセールス 機中 ･ロス経由

15 9.28(月) 成田 ･日本着

-20-



塵且畳魁二_乙 面会者氏名

(1)牡乙え国

･ DIGESA (農牧食糧省農業サービス総局)

総裁: Ing. Juan Ⅱumgerto Mancur Donis

･

DIRIYA (澄渡排水技術局)

瀧淑排水技術部長: Ing. Teofilo Alvarez ”.

” 技師: Ing. Mirna LLlin

” 技師: Ing. Abelardo Mejia Alvarado

･ロSPADA (農牧食糧省農業企画部)

農牧振興部長: Lie. Luis Fernando Pena de Leon

” 顧問: Ing. Carlos E. Mazariegos Ramirez

･在グアテマラ共和国日本大使館

一等書記官: 西山 慎二

(2 )
__三Å至上_生国

･ SENARA (濯淑排水･地下水庁)

総 裁 :

副総裁 :

開発部長:

〝 技師:

Ing. Jose Carlos Salas ど.

Ing. SergiopSalas Arias

lng. Luis I)iego Castillo V.

Ing. Juan Carlos Valverde

･ロNIVERSIDAD NACIONAL (国立大学)

化学研究室: M.Sc. Juana Maria Coto C.

･在コスタリカ共和国日本大使館

補佐官:丸岡

調整官:鮎川

JICA専門家:橋田 幸雄
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塵胤L 収集資料リスト

(1)出乙え国

1)書類関係

･

PLAN DE ACCION DE DESAEROLLO SOCIAL(PLAI)ES)1992-1996, 1997-2000

”DESARROLLO HUMANO INFANCIA Y JUVENTUDー Febrero 1992

･ POLITICA ECOⅣOMICA Y SOCIAL GOBIERNO DE GUATEMALA PERIODO 1991-1996

Ⅳoviembre 19gl

･ POLITICA SECTORIAL AGROPECUARIA UN INSTRUMENTO DE APOYO A LA REACTl-

VACION ECONOMICA

･ PROYECTO LA MAQUINA ”ESTUDIO SOBRE ALTENATIVAS DE CONDUCCION-

･ ESTUDIO DE FACTIBILIDAD PROYECTO DE RIEGO ”TICANLU-

RESUMEN EJECUTIVO Y INFORME PRINCIPAL

2)地形図

･ MAPA EIPSOMETRICO DE LA REPUBLICA DE GUATE姐ALA (S=1:500,000)

(lNSTITUTO GEOGRAFICO MILITAR) 4枚

･グァテマテ地形図(s=1:250.000) ､全図
1 2枚

･グアテマラ地形図(S=1:50.000) ､ラ･マキナ地域他
1 6枚

(2 )ユ旦_乏_且旦_国

1)書類関係

･ INFORME DEL PROYECTO SANTR BARBARA
ISENARA(DIRECCION

DE DESARROLLO)-

1 INFORME DEL PEOYECTO SANTIAGO OESTE
- ”

･ INFORME DEL PROYECTO SAW BOSCO - ”

･ lNFORME DEL PROYECTO SAW ANTONIO DE TEJAR - ”

-22-



塵胤し 現地写真

Eio SaⅧalaの流況(ラ･マキナ地域の西端)

1Fb

Rio lcanの流況(ラ･マキナ地域の東端)
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E J

l戸-

ラ･マキナ地 域 内 の 農 場



地区内幹線道路沿いのCentro Urbano (中央街地)

地区内の排水不良地(放牧地)
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':

支線農道の損傷状況

･L!

且io Sa¶alaからの覆水状況
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コーヒー栽培農場(エレディア地区)

地区内圃場及び用水路(エレディア地区)
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セダンド川の流況(エレディア地区)
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地区内河川の汚商状況(エレディア地区)
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幹線水路既設接続部(テイカyル地区)

Y

_J･･- ･わ●事L碗

･L･‾管･･jLl
*ヽ 't

地区内バナナ栽培圃場(テイカンル地区)
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エレディア地区農村活性化環境整備計画 T/R

(本T/Rは､調査団が作成し､コスタ])カ政府｢地下水濯瀧排水庁(SENARA)

と協議調整後のものである｡ )
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REPUBLICA DE COSTA RICA

.
proyec七o con Cooperaci6n T占cnica 工nt8rnaCional

T6rnino8 de Refer8nCla

proyecto Modelo de De8arrO11q Rural So8tenible en la

Zona de Heredia.



1 CONSIDERACIONES GENERALES

1.1 Locali2;aCi6n

E1 点rea del Plan t4ae8tr･0 8e enCuentra a 30 Km de Sam Jo8岳.

EBt孟 comprendida entre la mar･gen derecha del Rio Virilla y la

margen i2:quierda del Rio Alajuela, de8de la diviBi6n de aguaB de

la Cordillera Volc&nica Central (Vcr nape).

1_2 Ubicaci6n Geogr&fica=

La 2;Ona del proyecto 七ie)ne una longitud aproximada de 17.6

Km, 8e､ enCuentra a una altura que va de8de 2.800 ha8ta 600

m.B.n.m.

Se ublca dentro de ユaB COOrdenadaB geOgr孟fica8 21W latitud

norte y AMA latitud oeBte. E8Cala･ 1:2OO.000 del In8titu七o

Ge.ogrまfico Naciona1.

E8ta まrea

Central ,

paeifleo.

encuentr･a

8e locali2;a en lo8 faldaB de la Cordillera Volc丘nica

donde el BiBtema fluvial corre8pOnde a la Vertiente del

De acuerdo a la divi8i6n≦adminiB七r･ativa, 1a 2;Ona 8e

ubicada en la8 PrOVinciaB de AlaJuela y Heredia, en la

Regi6n Central.

El丘rea tiene buenaβ via8 de
, comunicaci6n y BerVicioB de apoyo a

la producci6n.

2. CONTE訂rO DEL PROYECTO
,

2.1 DeE3Cripci6n de laB POli七ica8 de de8年rrO11o del BeCtOr

agropecuario _

El aBPeCtO Central de la poli七ica agropecuaria del Gobierno

de Co8ta Rica, 1o con8tituye el Programa de DeBar･rO11o

Agropecuario con Ju8.ticia Social, el cua1 8e enmarCa en 占I

contexto de loo COnprOmiBOB adquirido8 pop el pai白 en el Programa

de AJuB七e E8truCtural de la Economエa (PAE).

EI Programa de DeBarrOllo Agropecuario con JuBticia Social

contempla e8timulo8 fi8CaleB y prioridad en el cr島dito, pare loβ

productoreB de cultivo8 de exportaci6n no tradicionale8 y Orienta

loB prOgramaB de exten8i6n a inve8tig&ci6n agricola8, hacia el

logro de incrementoB en la productividad tanto de 66tOE3 COmO de

lo8 CultivoB tradicionale8, 1ogrando un deBarrOllo βo8tenido y

equilibrado.

La e8tr･ategia de deBarrOllo regional d1ユran七e el periodo 1990
-

1994 da prioridad a la atenci6n d◎ 1a8 dife)renoia8･80Qiale8 y

regionaleB eXi8tente8.



Uno de lo8

regionale8

poblaci6n ,

Central y,

regione6

problema8 COn8iBte en la exi8tenCia de di8paridadeB

y de concent.r･aci6n territorial de la8 aCtividade8 y la

fundanentalnente en

en menoI､ medlda,

perif占ricaB. B:Bta8

de8igualdade8 erl el deBarrOllo

dificultad de Bati8facer de

el Area Metropolitans de la Regi6n

en ld8 CentrOB

dlβparldadeβ βe

productivo y en

la8 neCe8idade8

poblaci6n de manera que permitan un deBarrOllo

amblente.

ur･bano8 de la8

manifie8t&n en

b点8icaB de la

arm6nico con e1

2.2 Maroo ln8七i七ucional den七ro del Sector.

El proceBO de ajuBte eBtruCtural que el pai8 ha iniciado

bu8Ca la tran8formaci6n del aparato produc七ivo papa hacerlo m点B

eficiente y capa2: de competir en loE3 nerCadoB internacionaleB･

Den七ro de

Agropecuario

Gobi8rnO ha

el E8tado al

pr･omoviendo

Be euen七a en

e8te marCO y tOmando en cue)nta qua el Sector

e6. fundamental papa la econonia naciona1, el

con8iderado priorit&rio, Sue e1 8erVicio que brinde

productor agropecuario 8ea m点8 eficiente y oportuno,

un u8O m点8 raCional de lo8 eBCa808 reCur80B com qu8

LAB In8titucione8 del Sector Agropecuario.

En eB七e eontex七o

Nacional de Riego

rehabilitar la告

po8ibilit&ndole8

, el Gobierno de la Rep也blica inpu18a el Plan

en Peque氏a8 Areas, deBtinado a dotar de riego o

obra8 .a peque邑o8 y mediano8 prOductoreB,

a8i su incorporaci6n al proceBO de la producci6n

con mayor･ eficiencia

ABi, el Plan t4ae8trO que diagnoBticar丘 βobre la problem点tlca

integral entre
-productividad

baJo riego,

aguよ8 y Ordenamiento urbano en e白a ZOna,

inE5titucioneB eBtatale8 participan七eB, hagan

Bu8 reCur8OB y PrOmueVe de igual forma el

factore6 de la producci6n (Tierra, Capi'tal

de 8uB beneficiario8.

contaminacidn de laB

contrlbuye a qu8 LAB

un u80 efieiente de

UBO eficiente de loo

y TrabaJo) por parte

2.3 Antecedente8 y J11E5tificaci6n_

La 2;One del proyecto e8 un点rea importan七e de producci6n de

caf点, principal producto de exportaci6n del pai8, ademま8 de 8er

productora de hortali2;a自, tantO en la色poca 8eCa COmO en la

temporada 11uvioBa. Entre e8ta8 hortali2;aB 8e enCuentran

cebolla, pepino, chile dulce, tonate, apio y culantro･

La zona E58 enCuentra COmprendida entre la margen

Virilla y la margen izquierda aらl Rio AlaJuela,

cen七ro pop el Rio Segundo, eBtO8 tre8 rioβ 80n

de agua papa el riego, 1a indu8tria y pare el

animal. Sin embargo, en lo8 凸1七imoB aEIoB

d8reCha del Rio

atrave8ada en el

fuente importante

con8umO humano y

Be ha deteriorado



mucho la calid&d d81 agua, pr･incipalm8nt8 pOr lo8 reBlduo8 y

de8eChoE) PI､OCedente8 de la indu8tria de proc8Bam18ntO del oafs,

de la8 Cr･iaderoB de cerdo8 y de laβ aguaE5 8erVida8 (no tratada8)
qua han aum8n七ado corno conBeCuenCia y del crecimien七o de80rdemado

de laB 丘r･eaB urbanaB. El

d18mir)tlCi6n en la cant,idad

agricultore8 de riego, lo告 Sue

papa atende)r e)1` problema.

EI Gobierno de Co8ta Rica en

df?terioro de la calidad y la

de)1 agua, ha alarmado a lo8

han BOlicitado ayuda al SENARA

su plan de incrernento de la8

agroexportacione8, L ha definido e8ta. 2:Ona COmO una de la8 m丘8

promi6Orla8, debido a que cuenta con agricultore8 CaPaCitadoβ,

infrae8truCtura adecuada y bueno8 Buelo8.

La Univer8idad Naciona1 (UNA) ha realizado eBtudioB b由icoB y ha

dado capacitaci6n en a8untOB ambientaleE5 para reCuperar el Rio

SeLgundo. Sin embargo,
上ntegre ユa8 aC七ividad88
de loB rioEl y un

productiva8 en armOnia

flo eXi8te un plan maestro Sue Ordene e

neceBa上.iaB Papa lo首上,ar un& reCuPeraOldn

de8arrO11o adecuado de la8 aCtividade8

con el medio. ambiente.

Deibido a lo anterior el Ser･vicio Nacional de AguaB

Riego y AvenaJniento (SENARA) y otra8 inBtitucioneB

e日ta8 aCOioneE5, COmO la UNA y el ln8tituto del

coordinadamente 801icitan la cooperaci6n tるcnica

re801ver e8te prOblema.

2.4 Div18i6n territorial admihi8tra七iva=

La

Cant6n

Hert3dla ,

Domlngo ,

2;Ona Cubre un 且rea de 42.500 Ha8.

Central de la provincia de AlaJuela
Santa B&rbara,

･
Barba, San Rafaell, San

Subterr点nea8 ,

intere8adaβ en

Caf岳 (ICAFE),

nece8aria papa

Comprende el

y lo8 CantOne8:

Ⅰ81dr･o. Santo

sam pablo, FloreB y 13el由1 de la provincia de lleredia

2.5 Caraoteri8tica8 Cl17n点tica8 de la 2;Ona=

La 2;One eBtま influenciada pop l0日･Viento8 ali8ioB que

provlenen del Ma‡, Caribe y del Oc色ano Pacifico; dependiendo de

la8 COndiclone8 atmOBf岳1lica8 Var上 a Predotnirlar ユoB VlerltO8 deユ

Pacifico. o del Caribe.

modificada8 pOr una 8er･ie

altura, 1a di8PO8ioi6n y

la ubicaci6n de la cuenca,

2:Ona e8 de 2.800 m.8.n.m;

inverBi6n de tenperatura

La8 COndicrione8 Cllm点ticaB BO V8n

de f&ctor･e8 geOgr丘fico8 a m8nCionar: 1a

colocaci6n de ユab Cadena8 mOnta氏o8a8 y

entre otr､oB. La altura mまxima de la

a e6七aB alもitudeB e8

en donde lo告 Viento8

papel importante ya Sue act也an BObre la

t.emperaturaB y PreCipitacione8_ La colocaci6n

volc丘nica Central en forma 七ranBVer8al Birv8 de

no eB que lo8 VientoB Vayalュa 8er detenido8

poβible que Be d岳

ali8io8 Juegan un

variaci6n en laB

de la Cordiller･a

barrera natural y

en 6u tOtalidad,

8ino que Bu in･fluencia va a 8er manor. Un eJemplo eE5P8Cifico e8



1a Depre816n del De8enga汽o, al norte de la file volc丘nica, y la

Depre6i6n EI Gallito, en donde loB Viento8 1ogran introducirBe

al area y

mllime七ro8

euenCa Be

promedio

mediaB.

pueden generar precipitacione8 8uperiore8 a lo8t 4.000

anualeB eOmO prOmedio. En la parte media y baJa de la

regiBtran preCipitacioneB de 2.000 haBta 4.000 mm como

anua1, 2;Ona Sue eB COnBiderada de precipitacione8

La 2;One baja pre8enta CuatrO Tne8ei8 8eCOβ COntinuoE5 de diciembI､8 a

mar2;O y lluviaB ir上,egulare8 en loB ZrleBeB de abril y m&yo.

2.6 Geologia

La 2;Ona del proyecto e8七孟 influenciada pop la actividad

volc孟nica repre8entada pop loB Orificio8 VOIcまnicoB del Bar･ba e

Ira2;tl, E8ta aCtividad e8 una de laB lnま8 reCiente8 en nueBもro

pai8 y COrre8POnde al per･iodo geo16gico del Cuaternario, hace

aproximadamente un mil16n de) a毘oB. Lo8 rioB hacen E5u reCOrrido

60bre una 古erie de mater･ialeB VOIcまnicoB tale8 COmO: 1avaB,

toba8 y Pirocl点8七icoβ , 1o8 Cuale8 pO8een Cierta8

caracteri6tica8 geO16gica8, que hacen de la cuenca una 点rea

lmportante de recarga acuifera. E1 6eCtOr inferior de la 2;Ona

redne condicioneβ geo16gica8 que Permi七en la explo七aci6n y

concen七raci6rl de cier･toB pO2;0岳 en producci6n, de ahi la

importancia de･reali2:art un u80 adecuado del Buelo, tanto en el

campo agricola, ganadero induBtrial, urbani8tico y recreacional

papa evitar poBible8 COntaminacione8 que Vayan a alterar la

calidad del ague y que la impoBibiliten pare el con8umO humano.

2.6_ 1 Geomorfologia

Elまrea preBenta una geOmOrfologia ba8tan七e variada, en

ella Be enCuentran materialeB VOIcまnico8 y 8edimentario8. En la

parte alta de la 2;Ona loB RioB Segundo, AlaJuela y Virilla y 8u8

tributario8 tranBi七an por もerrenoE5 COn tOPOgtafia irregular y de

pendienteB fuerte8, de ahi que z5e prOd1柑Ca la predominancia de la

ero8i6n de fondo, repreBentada por 8alto8 0 pequeRa8 Catarata8;

eBte tipo de forma8 日e PreE5entan tinicamente en 点rea8 mOntanOBa8 y

correBpOnde a lo8 Va11eB denominado8 Juvenile8. Conforme Be

deβpla2;an hacia 210naB

tran8pOrtar materiale6

acumulacione8 aluviale8 y

la8 denoninadaB 七erra2;a8.

de menor altur･a, 80n CapaCeB d8

en Bu CauC? y depoBi七arlo como

coluvialeB Papa COn8tribuir a formar

2.6.2 Calldad de agua

La informaci6n di8POnib18 (UNA 1989-91) de lo8･prOmedioB

de loB par丘metroB fi8ico8, quiJT)ico8 y microbio16gico8 durante

la8 eBtaCione8 8eCa y lluvloBa, mueBtra qu8 en la eBtaCi6r1 8eOa.

conforme el RID Segundo 8e adentra en la8 畠reaB m丘8 pOblada8, 8e

produce un marcado deBCen80 en loβ valore8 de oxigeno diBuelto.



E:sta 5itua⊂idn sobre

de los benefi⊂ios de

a†e⊂ta a la demanda

con5iderablemente.

todo se e>iden⊂ia al re⊂ibir lロ5 e†luente5

⊂af卓 ubi⊂ados en la zona; 1o que tarnbi卓n

bioquまmi⊂a de ロ×エgeno くDBO) que au爪enta

Nitratos, fo5fatos 501ubles y totales,

in⊂rernentan 5u5 Valore5 ⊂Onforrne el rio re⊂ibe des⊂argas

puntしLales pero fundamentalmente no puntuales proveniente de las

areas ⊂ultivadas de lロS alrededor.es. Se ⊂uenta ⊂ロn Valiosa

infDrma⊂idn para el RID Sequndol el ⊂ual e5tA en el ⊂entrロ del

Area del proye⊂to. LロS ValロreS de ⊂oliforme5 fe⊂ales y tQtale5I

se in⊂rementan de una esta⊂idn a ロtra, 1ロ ⊂ual es preo⊂upante

pue5■mu⊂has ⊂a5a5 ubi⊂ada5 en la ribera 5e abaste⊂en de esta agua

y en la parte inferior de la ⊂uen⊂a la しItilizan para riego de

hortali三aS, 1egumbres y otrロS･

2.7 Defini⊂idn del problena y justifit=a⊂it5n del proye⊂to

El deterioro a⊂eleradロ de l⊂】s re⊂ursos tierra y 与Qbre todo

del agua en el Area del proye⊂t(⊃, ⊂ausado por la deforesta⊂idn'

⊂ontarnina⊂idn de las aguas por bene一戸i⊂io亘 de ⊂af貞I POrquerizasl

⊂urtiembre5 y Areas urbana5I a5i ⊂omo el abuso de agroquimi⊂o5 y

la po⊂a pr点⊂ti⊂a de ⊂onserva⊂idn de suelQS y lag zく⊃na5 de

⊂ultivol ham llevad(コ a uns disninu⊂idn y deterioro de las agua5

de riego･ E:s

.por

eso que ユas Sロ⊂iedades de

media y baja■L del Area, han soli⊂itadD

institu⊂iQneS ⊂OnO el Ministerio de Salud,

su interven⊂idn a fin de detener el grave y

deteri(⊃ro de los re⊂ursos, que ⊂ada did les

de riego y afe⊂ta su5 Suelos y ⊂alidad de

Usuarios de la parte

a 1 SENARA

el ICAF'E,

acelerado

di5rninuye

produ⊂tos.

y otras

y el MflG,

pro⊂e50 de

5uS Areas

A su vez

cQ5ta Ri⊂a realiza un gran esfuerzo para in⊂rementar lag

agroexportat:ionesl teniendo ⊂omo meta $200O10O millone5 en el a芦;o

200O. Esta a⊂⊂idnl en un alto p(⊃r⊂enta)'el e5ta Su5tentada en una

agri⊂ultura de riego para lograr ⊂alidadI ⊂antidad y ubi⊂a⊂idn

oportuna en el tiernpo de los prロdu⊂tQSI per lQ que la pre5idn

para aumentar areas de riego y mejorar
la ⊂alidad del agua e5

⊂ada did mayor.

Per otro ladol el esfuerzo y ⊂ロmPrOrniso ⊂on institu⊂ione5

interna⊂ionale5 de ⊂r卓ditc), que realiza el Gobierno de Co5t& Ri⊂a

y el sector privado en modelos de

点1inentos para ⊂onsumo na⊂ional,

a las &rea5 a⊂tualmente baJ'o riego

del re⊂ur5ロ′agua･ Pt 5u VeZ eStaS

y biene5tar general para log

⊂onsumidores de log pr(⊃du⊂tos ah.(

agroexpロrta⊂idn y produ⊂⊂idn de

sdlo 5e al⊂anzar& garantizando

la calidad y cantidad adecuada

me)'ora5 Slgnifi⊂an mayor salud

pobladore5 del &rea y los

generadQS.

3 ASPECTOS MEDULFIRES DEL PROYECTO

se planted la realiza⊂idn de lQS 甲5tudios en dos etapa5I a

s a be r
, un旦!旦出鼻巨細･-t”由131⊥垂こ旦u皿ヱユ旦P__旦蜘-e･l一-一

Area de la Cuen⊂a del Rio Segundo. Los ⊂uales deben ser

presentados en espa芦;ロ1.



3.1 Nロnbre del proye⊂tt⊃

Proyecto ''Modelo d巨 Desarrollo Rural Sostenible en la Zona

de Heredia''. I-Etapa Plan rlae5trO y II-Etapa Plan Piloto･

3.2 rlbjetivo5 generalt2S

Formular un Plan 11ae5ヒr⊂】 y un Proye⊂to Piloto que ⊂ontenple

re⊂olnendar_iones sobre:

1.

2.

3.

ヰ.

3_3

a-

b.

⊂一

L･ograr un de5arr･ロ1lo sostenible del L 5e⊂tOr agri⊂ola ⊂on'

貞nfasi5 en agr･i⊂ultura baJロ riegロ Para la QXPOrta⊂idn y

autosufi⊂ien⊂ia.

Idenヒifi⊂arI ⊂uantifi⊂ar y proponer solu⊂ione5 a los

pr･oblema5 de ⊂ロntamina⊂idn de agua5 y SuelosI PrOdu⊂to de

la5 diversas a⊂tividade5 humana5 en la zona.

cara⊂terizar la ⊂a)･idadI ⊂antidad y propロner･ SObre la

ade⊂uada ldi忘tribu⊂idn
de agua para diversロ与 uSOS (riego'

potable, etc).

′‾

Lograr un de5arrO11ロ rural ordenado y 5ロStenible que pe｢爪ita

un ade⊂uado ambiente a lQ与 PObladロreS.

Objetiyos espe⊂ifi⊂o5

Identifi⊂ar el use actual ⊂on 卓n†asis en riego y

re⊂omendar ぅobre 5u mejoramierltO in⊂1uyendo aspc?⊂tos de

amplia⊂idnl reOrdenamiento y planifi⊂a⊂idn del uso de la

tierra.

Identifi⊂ar, ubi⊂ar シ elabQrar しIn diseRo preliminar sobre

la infraeさtru⊂tura de ap⊂⊃yQ a la prodしl⊂⊂idn ⊂on 貞nfasi5 en

produ与tOS Para la agroexporta⊂idn y autoさufi⊂ien⊂ia･

E),aborar un Plan de Capa⊂ita⊂idn Agrエ⊂ロ1a a ⊂orto y

爪ediano plazo ⊂on 卓nfasis en produ⊂t⊂】5 de expロrta⊂idn y un

plan de edu⊂a⊂idn (1mbiental a todo nivel que garanti⊂e un

desarrollo 50Stenj.bュe,

d. Elaborar una propuesta para seguimiento y evalua⊂iロn粥

periddi⊂a5 de lag me)'ora5 en la zQna y medir su irnpa⊂to･

e･ proponer しtn PrOgrama Para Prロdu⊂ir la in.Fロrna⊂idn

ne⊂esaria pars el me)'oramiento ambiental y la estrategla

para su eje⊂u⊂idn･



i. Proponer un programa pars la valida⊂idn de te⊂nologi&

ne⊂esaria para la introdu⊂⊂idn de ⊂ultivo5 de exporta⊂idn,

un prt⊃grarna de extensidn y ⊂apa⊂ita⊂idn y la5 a⊂⊂iones

ne⊂esaria5 Para Su eje⊂u⊂idn.

g. Prop⊂】ner un plan pars el mejoram土ento de lD5 SerVi⊂ios

bAsi⊂os y de apoyo a la prQdu⊂⊂idn･

h. Diagnosti⊂ar y propロner la solu⊂ie)n sobre el ade⊂uado

abaste⊂imientロ del agua potable.

i. E:1aborar un inventariロ de Re⊂urso5 Naturales y re⊂ornendar

sobre su rnane.]'o y prote⊂⊂idn.

3.4. ProductQS.

A1⊂an⊂e del proye⊂tロ･

El traba)'o in⊂1uyp la realiza⊂idn de

de ⊂amp(⊃ ⊂ロmO.tOPOgra†ia, suelロS, aguaS

del agua, hidr(〕1ogia, ⊂1imatolロgia,

e⊂ondni⊂a, riego ordenamientQ territorial

1DS eStudiロS bAsi⊂o5 y

subterrAneas, ⊂.alidad

agri⊂ultura, so⊂1O-

yLOtrOS. Infロrma⊂idn

fundarTlental para la elabora⊂idn de un Plan Maestro y un Plan

pil⊂⊃to que ⊂onternple el ⊂unplimientロ de lo estipulado en este

dロ⊂umentO( objetivos e5Pe⊂ifi⊂os y tさrminロ5 de referen⊂ia)

J3.4.1 Componentes, des⊂rlP⊂主dn･

Los punto5 Prin⊂1PalesI Sin 5er los Llni⊂os dQ log estudiロS

son lo5 Slguiente5;

3_4.1.1 Estudio de las ⊂ondi⊂ione5 naturale5言

1.1 Topografia王 Cara⊂teri5ti⊂as topQgrAfi⊂asI

⊂1a5ifi⊂a⊂i亡In 'de pendientes, et⊂･

1.2 Meteorologia= Distribu⊂idn de lluv土a5, Pre⊂ip土ta⊂idnl

temperaturasl in5ロ1a⊂idnl humedadl et⊂･

1.3 Hidrologia･･ Cuen⊂as′ 5istena5 hidri⊂os de lt⊃s

rio51 Caudal nedio anual? caudal en

lロ5 aRロS de 5equial ⊂Oefi⊂iente de

e5⊂urrimiento, probabilidad de

inunda⊂iones, et⊂.

1.4 Suelos; cara⊂teri5ti⊂a5 del■ 5uelo, fertilidad del

suelo, ⊂onserva⊂idn del 5uelo, maロa de use

y de ⊂1asifi⊂a⊂idn de 5uelD･



1.5 6eo1ロgla: Condi⊂iones geol亡唱i⊂as, mapa5 geOldgi⊂os,

sロndeos etc.

1･5･1 Aguas SubterrAneas= Nivel de agual la ⊂antidad de

re⊂ursos, re⊂arqa et⊂･

1.b Uso de la tierra: Siヒua⊂idrl de uso de la tierra, mapa

de u5O tierra de la tierra, Plan de

uso de la tierr,a- uso poten⊂ial y

ordenarniento urbane-agricola.

1.7 SisterTla de riegロy drenaje= Situa⊂idn a⊂tual' plan de

mejorarniento, sanitaria

et⊂.

3.4.1.2 Estudio de la5 ⊂Ondi⊂iQne5 5O⊂ioe⊂ondni⊂asi

Divisi･dn admini5tratival ingresosl nivel de vidal

di5tr･ibu⊂idn de indu5triasI 5i与terna de distribu⊂idn fisi⊂a1

5istema de ⊂amin⊂〉5, infraestru⊂tura rural y otros･

3.4.1.3 Estudios de la5 Condi⊂iones AgrJi⊂ola5‡

1. Tenen⊂ia de la tierra 王

Distribu⊂idn de ⊂onunidade与 y di5tribu⊂idn de agri⊂ultロreS per

⊂omunidades y taman～o de fin⊂a･

2. Pr()du⊂⊂idn agri⊂ola=

>olLlnen de produ⊂⊂idn por ⊂omunidade5' ⊂On (コ

produ⊂tividad, mさtodo de ⊂ultivo, rn卓todo

prA⊂ti⊂a5 de riegロ Y ⊂)trOS･

3. Instaltl⊂iones =

De re⊂ole⊂⊂idn/de5Pa⊂hロ de

agroindustria, Plan de

agrJ'.⊂01a5, infrae与tru⊂tura

51n rlegOI

de re†oresta⊂idn,

produ⊂⊂i凸n, in5tala⊂i(⊃nes de

⊂onstru⊂⊂idn de instala⊂iones

de apoyo a l哉 eXPOrta⊂idn･

4. InfQnna⊂idn 且mbienta1三

Muestreo agua5, 5uelos y otro5 indi⊂adoreさ' (Vegetales y

anirnale5). Estedores para la interpreta⊂idn･

5. Superfi⊂ie de tierras

Cultivables =

superfi⊂ies actual de tierras agr･i⊂ola y de tierras ⊂ultivada9'

tasa de aprロVe⊂hamientQ de tierras ⊂ultivablesI Plan de

8



introduccidn nueyos cultiyos y plan de produccidn agricola

agrエ⊂ola para exporta⊂idn･

占. Organiza⊂idn =

Agri⊂ul to｢甲

Cooperativas y otra organiza⊂iones･

prロdu⊂tores, So⊂iedades de Usuario5 et⊂･

Plan de ロrganiza⊂idn

plan de organiza⊂idn produ⊂tore5I SO⊂iedades de u5uario5 et⊂･

7. Di5tribu⊂idn fisi⊂a:

cla笥eS/sistemas de distribu⊂idn

instala⊂i⊂)nes instala⊂ione5.

⊂oner⊂ializa⊂idn

8. Edu⊂a⊂idn ‡

Formall arnbientall agri⊂olal de organiza⊂idnl eValua⊂idn y

recomendaciones etc.

9. Deret=hos de aguas =

superfi⊂iall SubterrAneasl balance hidroldgi⊂o mar⊂Q legal'

e5tado actual, et⊂.

3,4.1.4 E5tudio de las ⊂ondi⊂ione5 de equlPamiento de

infraestructuras :

1. Instala⊂iones existente5 : Distribu⊂idn de la5 instala⊂ione5

⊂1ases de in5tala⊂iones, et⊂.

2. Instala⊂i⊂】nes de riego y drenaje;

sistema y di5tribu⊂idn de de riego y drena)'el QrdenarnientQI

amplia⊂iones, ⊂on5er>a⊂iく5n, mejoras' et⊂･

3. Dere⊂hロS dtヨ agua de riegロ = Nombre, voldnenes de agua'

perエodロ de uso, estado legal et⊂･

4. Canino5 Ve⊂inales′rurales

ve⊂inal, internos.

Red de canino5, naCional,

5. Da岩os a ⊂ausa de la5 inundat:iones= Super†i⊂ie daRada'

situa⊂idn de log daF;o5.

占. Admini5tra⊂idn y nantenimiento ■de ユas instala⊂iones =

Situa⊂idn actual del pre⊂itadロ No. 2･



7. Plan de nej(JraS= Plan de meJl⊃raS
infraestru⊂tura,

equipaniento de

3.4.2 Resultados EtさPerado5

EstudJ.o sobre la Evalua⊂idn ⊂lel Proy昏⊂tO:

FactibLlidad e⊂ondmi⊂a en la realiza⊂idn del proye⊂to,

e9ti爪a⊂i(うn de benefi⊂ios y de efe⊂t⊂)51 Pl点n d-き PrロYe⊂tOl

estrategJ.a para su 冒)'e⊂u⊂idnl alternativas de †inan⊂iamiento'

et⊂.

3-5 Ll⊂tiyidades_

3.5.1 Cロn⊂ePtO B点si⊂o del Proye⊂to･

con el ･fin d昏 Verifi⊂ar el F2Stado a⊂tual y de e5table⊂er

l粥 medidas ne⊂esarias para su nejoral Pl･-imero s守 reali2:ar&n l⊂柑

e5ヒudios en la zona entre el rエo >irilla y Alajuel点, Para la

elabora⊂it5n del Plan Maestro. En el Plan Maestro Se e雪tudiarAn

esto5 PrOblema5 -a5i ⊂omo lag meta与de desarrロ11ol tanbi貞n la与

nc2didas 点adoptar y el orden preferente para la realiヱa⊂idn del

proye⊂to (de a⊂uerdo Con el grado de urgen⊂ia y de e･fi⊂ient=ia de

lo与 diversos asuntos ロ Plane5 de desarrollo)･ Seguidamente se

realizarまn los estudios de fact.ibilidad ロ Plan Plloto en la zona

yふ definida y se evaluarAn los aspe⊂tos t貞⊂ni⊂o5 y e⊂Ondni⊂o5

para 5u )･u5tifi⊂a⊂idn･ =ediante estos estudios y ⊂on5iderando eユ

e⊂QSistena d曾 1as ヱQnaS de la ⊂uen⊂a de este rig, Se Pienさa

estable⊂er un 1'Proye⊂to ModE?1o de I)esarrol1ロElgri⊂ola Regional y

Sostenlble''.

pro⊂f2St) del e5tud.i亡I ⊂rOnOgrama general

Proceso

1

2

3

4

5

ら

Nego⊂ia⊂･idn 血
Estudiロ del Plan Maestro

__一と旦_皿EstudiQ Plan Piloto

Fuentes de Finan⊂iamiento

Dise吊o Final,

Eje⊂u⊂idn de la§ Obras

A
占m

占m

山一

4 0R6ANIZACIロN PARA LA EJECUCION DEL PROYECTO

4.1 Fa⊂ilidades que concede el Gobierno･

E1 6obierno de Costa Ri⊂a e in5titu⊂iones parti⊂1P&nteS

⊂on⊂ederA las fa⊂ilidade5 51guientes para la realiza⊂idn
del

l0



estudio de ⊂oopera⊂idn t卓⊂ni⊂aミ

4.1.1 Contraparte=

personal t貞⊂ni⊂o/experto en lag diversaち materiaB que

⊂ロrreSPOndan al personal deユ equipo de e5tudio･

4_1.2 Cho･fer巨さ王

para manejar lロ5 Vehi⊂ulo5 ne⊂eSario5 del e5tudio.

4.1.3 0fi⊂inas de trabajo=

A lla dispo5i⊂idn del personal del equlPQ de ⊂oopera⊂idn

t貞⊂ni⊂a.

4.1.4 Dato5 e inforna⊂ionesz

Dato5 bAsi⊂os e in†orna⊂ione5 ne⊂e5aria5 Para el e5tudiQ

(eうtadisti⊂as de lo5 diversロS rarnロ5, maPaS tOPOgr&fi⊂os'

fotografエas a貞rea5, et⊂･)

4.2 In5umOS

Re⊂ursos flumanos

-J- ■--■-一-■■l--一-一----一一■-一-I ●-■一----I-一-■■■←--一-■■-■■一一一-
-一■---ーーーーー■■- I- --一■-----●-----●■--一l--ー■-一---一1--一■-一-■■一-●1-ヽ--一--■---■-

1- Estudit) Diagnosti⊂o Plan CC]ロPERACION CロNTRAPARTE

Mae与trO INTERN(1CIONAL NflCIONAL

(meses/ho爪bre)

-■__ ■■-_ -_t■--一■--
---■-----■--1I-一-■- -■---一- -● I-一-･一--一-ー■----●■--■■-一■---■■-

-■一■-■- ■----- -------I--●---●一---一■一一-
----一■■-■-I--

1.A.Estudio Condi⊂iones Naturales

1.日.Estudio ⊂ondi⊂iones So⊂ioe⊂on.

i,C.E5tudio Condi⊂iones Agri⊂olas

i.D.E5tudio Condi⊂iQneS EqulPa-

miento de lnfrae5tru⊂tura

3

1

1.5

1.5

3

1

1.5

1.5

-_ーp-■■--I-I--I--一■--■-I-一-- -----一---■一●■---←-■■-----I---
-----I-一----一--●----■- I-■←--ll-

--- ----- ●----I-■-I-●‾■●一●■-■-

su8一丁OTAL 7 7

モ===ご王==言===三三≡=====三=ヨ===========ごニ=======ヨ==≡==-=======モ=王王==≡=三==巳3三≡王亡=E==巳

2. Formula⊂idn Plan Maestro

■1_ ■_-■■-一--一■-■-I -一-----11一■-一--･■-一-I--.I-→-一■-■■-一一■■一1-一-
-■--一一- -■-■■-一■-----■-- - I---一■-一■--一■-一--●--一-一-一■--一1-●--■-●---●■-I--●‾■

2.A.Con5ultorias Varias ? 9

‡三=====芸1-==三三王白玉己≡====三====三三==王=王=====三=Z=========三===コ==王====‡三==王====三三亡≡さ=----==

TOTAL 14m/h 14 m/h

--=ニ===三三=∋=====--正=========--===========モ=3=========ヒ===王==コ==望==Eヨ=

ll



Recur8OE3 Humano8

EBtudlo PleLn Piloto COOPERACION CONTRApARTE

Fac七ibilidad de 1 Proy8C七o 工NTERZ4AC工ONAL 村AC工OZ4AL

(Jn8β/bonbr8 ) (meBルonbr8 )
●l■一-■●■■一IIll--一--I-●■■----■■-■-■--I-■■■- ●■■■●■------■■-一■■■-■■一一- -■-一■-●-----■- -■-■-----1一- I- 1■■-一■--一--一-----一-I-一-I--一-■-

-I---●■■■----

●一■-●-■■-■■■- --- -- -●--■ll■■-▲■･■■ ●- - ●■■--●●-･-■-･一---■---一-- - -一■■- -■■■■●-■■--I-111
I-

-■一-----■■1--一--I-I---I--●■■●-･-一■-■一■■-
-一■■---- ■■l■ --

1 t4ejoramiento 3 3

i.A.MeJoramiento calidad del agua

i.B.AbaBteCimiento agua potable

1.C.Ordenalniento Territorial

i.D.Monitoreo calidad ambienta1

1.E. Inventario recurBO8 naturale8

SUB-でOTAI. 3 3

2 De8arrO11o Agricola 3 3

2.A. Identificaci6n 丘reaB pOtenCiale8

2.B. Iden七ificaci6n lnfrae8truCtura apOyO

2.C.Elaborar prograna de capacitaci6n

2.D.Con8truir S18七ema de Seguimien七o

2.E.Identificar nece8idade8 de lnveE3tig.

2.F.Elaborar un programa de Inve8tig.

-■l■_-■-I---1■■---I-■----●■-一-I---一-llI--■■-一■--一-→■-
■■---●一■-一--●■--一■--一-■l■--●■■■-一■--一一---一-■一■--I--一■----I---一■--■■-▲■■----

SUB-TOTAL 3 3

Documento Final

TOTAL 8 8
▼■■■tl■--

■■--l■■P1---I-■一■- I-一■■●--一■-1-●--一-一■-- -一一■■■■--I----■一-■一■---●一一l■- ll-ll-I-●-- -- -一---一-I-ll- 1 ■■--一-一■-I-●一←--一■一■-●■l-
1 --●■■■-■■■■l■-Ill-I-t一■
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4.3 Pre8uPue8tO

Cooperaci6n Internacional

Plan Mae8trO y Plan Piloto ワre 8upue 8七o

Afio 1 A且o 2 TOTAL S

1. Servicio8 de

con8ultoria

2. Equlpo8
- Tran8POrte

- Laboratorio

-

De campo

Computac i6n

3, Elaboraci6n documento

$120,000.00

56,000.00

10,000.00

5,000.00

10,000.00

0.00

串100,000.00

0.00

0.00

0.00

0.00

8,000.00

$220,000.00

56,000.00

10,000.00

5,000.00

10,000.00

8,000.00

■-■■■_■■-----･--一■--1--1■-----一-I-■--I-----I-一■---
■■--111●--一-1-一■-一-I-I-I----一-I-一l■-一---l--■一■-●一-----I---一----■■一■-1-

TOTAL EN US$ 181,OOO.00＋ 108,000_00
-
309,000･00

■■_
■■__一-l----一●-I-------- ■-一-1111.-一---‥■-■-l■■一-■■一- ----I-ll-一------I-●■■-■一■---■■-一-一---一■-一-一--一-一-I-

--■一■一-■■-■■●一-▲--■■■●---●-

Epom発peu苧.S害oa1

PLAN t4AESTRO T PM PII-OTO

脹o 1 舶o 2 T8TAL I Tot4I書
-I一一--■■一-■■-------●●一■--------一------I-一----I----------一■

I-一------------1----I---●--------------■■一●■Id-

‾粁軌FE亨王;;!nDna亨‡
o tkni'o

- Personal A如inistrativo

- LabロratDrios

- Equipo de cfi【ina

- Lltile5 de ofi亡ina

- 6astos de transporte dentro
del

-I;isili｡｡s
(1i5hl…rz｡)

了拙離j柑61iya鮎l
- COL)uni【a⊂iones

-TelさfonD
-Fax

Equ瓶詰!S,t!o
:粘S!::idn

12IOOO.00

51000.00

10IOOO.00

5)000.00

21500.00

1IOOO.00

?00.00

1IOOO.00

10IOOO.00 221000･00

5)OOO.00 10IOOO.00

10)000.00 201OOO.00

5-000.00 10lM.00

2,500.00 5,000.00

llOOO･00 2IOOO･00

900.00 11800.00

11000.00 21000･00

聯2榔欄…§書

2I門2IOOO.00

1I3iOIOOO.00

2I720}000.00

lI3L)OIOOO.00

ふ糾lOOO.00

272-00=0

244)eOO.00

272IOOO.00

朋H
--------●●--一---------●■----一--一---●----●●-I------------一ーーーーー1-----一----一---･---1.------IL■■---------

TOTAL 7214OO.00 7O,㈹.OO 142,帥0.OO 11911201800･00

TmL CqLONES (ll弘/ddlar) 1,B16,400･00 9)574,40=(=19,420,M･00
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5 ASPECTOS ORGANIZATIVOS 一夏:【NST工mC工ONALES.

5.1 工nBtituci6n 8jecutora

La ine.七ituci6n re8POn8able de la e)Je,cuci6n de e8te prOyeCtO

88r丘: EI Servicio Nacional de Agua6 Subter丘neaE3, Riego y

Avenalniento (SEt4ARA) , con la colaboraci6n de e1凹iniBterio de

Agricultu‡,a y.Ganederia (MAG) ,
t4ini8terio de RecurBOB Naturale8,

Energia y Mina8 (H工RENEtl), 1a UniverBidad Nacional y el

ln8tituto del Caf島 (ICAFE) como organi2;amO8 e8PeCifico缶 en 8u

acci6n y en la cooperaci6n de e8tudj.o de campo y recolecci6n do

dato6.

5_2 0rganigrama

[牽
BeneLficiado

contalninaci6n

SENARA

Convenlo

SENARA-UNA

UNA

DeBarr. y Operac. Con七rol y MeJoram.

de riego Ambienta1

CONVENIO: ICAFE - UNA

5.3 De8Cripc16n de la organi2;aCi6n y otra8 inE)titucioneE3

agricola8.

tlediante la coordirlaCi6n del SENARA, el Plan凹ae8trO Ber且

eJecutado en forna hori2;Ontal con la par七icipaci6n de la UNA y el

ICAFE. E8 importa.n七e 8e)毘alar que e8ta8 inE5titucioneβ po8een

convenioB entre 8i y laロNA con el SENARA.

Cada inBtituei6n tiene definido Bu CampO de

pr･oblemA del beneficiado de caf島 en relaci6n

la8 aguaB, 8er点 e8tudiado pop el ICAFE,

SENARA, pero con la participac16n de la8 七re6

problema 8e debe atacar en forma integral.

UNA deBarrO11ar丘 1o8 tema6 ttelacionado8 COn

aeci6n, en donde el

con la calidad de

eoo工･dlnado eon

in6titucioneB ,

De igual manera

el meJoramiento

ambience y el SENARA el de8ar･rOllo agricola baJo riego

14

el

el
la

del



A月EXO 1



TER凹INOS DE REFEREt4C工A

1. DeBarrO11o agricola

1.1 Identificar la 2:Ona do ri8gO y 8u m8Jor8miento

ldentificar la8 21Ona8 bajo riego exi8もente8 y diagnoBtlcar

81 ez3tado a(〕tual d8 1o8 8itヨセeTnaB de r･iego y recomendar 80br8 8u

meJorallli8nbo.

1.2 ^工･ea8 pOtenCiale8 de riego

ldentificar la8 まr･eaB pOtenCialeB
de riego y eBtablecer

la

viabilldad t色cnica y econ6mica de habilitar･1aB.

1.3 工nfraeE3七ruc七ura d8 apOy`O a la producLl16n

ldentifiear la exi8tenCi& de agroindu8tria8. Diagno8ticar la

capacidad de planta de dichaB indu8tria8 y lo8 niveleJ5 de valor

agregado qua le imprimen a Bu6 PrOductoB● debe incluir E5u

capacidad de expanBi6n, adaptaci6n y adopci6n de pnueva8

tecnologia8, refor2;ado con un e8tudio de rnercado quel identifique

nuevaB PO6ibilidade8 de pr･oducci6n Canto papa el mercado nacional

como internacional y concordanteB com la告 bondade8 y limltacioneE3

de la agr･oinduBtr･ia y el mercado, incluyen un an丘Ii8i己 de la

cantidad y calidad de mano de obra.exi8tente y futura･ tomando en

cuenta la temporabilidad verBu8 COf5eCha de caf6.

1.4 Eval11aC16n y capacitaci6n

El占borar un plan de educaci6n dirigido a alcan2;ar doe 0bJetiv0日

principale8:

a. Agricola

b. Amblenもal

El obJetivo agricola E5e refiere

productore8 en:

1a, capacitaci6n a lo8

a. AdminiBtraCiるn′ de fac七ore8 de pYoducci6n

Jb. M畠七odo6 de riego

c. Pr点ctica6 de con8erVaCi6n

El obJetivo ambienta1 βe refiere a la capacitaci6n a toda la

comunidad afec七ada direcもa o indir･ectanente con el proyecto y que

debe concienti2;ar8e 60bre la problem孟tica de la con6erVaCi6n

ambienta1.

EBtO8 Ca808 8e reCOmienda coordinarlo8 COn el INA y el MAG.

1.5 Evaluaci6n. expoB七

EB七ablecer rutina8 de 8eguimiento din-丘mico BObre 七oda8 1aB



accione8 eXpue8taB anteriormen七e, que permitan evaluar

periodo8 1o8 efectoB ■poBitivoB y ne庄ativoB del proyecto･

pOr■

1.6 ⅠIIVeE3tigaci6n

E8ta eB una aCtividad paralela a todo el proyecto, que permiもir点

Iuego del diagn68tico lnicial detec七ar laB neCe8idade8, generar

BOlucioneB papa el meJorami8n･bo de paque?七e8 teCnO16gicoB

agricola8, mejoramiento en el UBO del recur･80 agua (eficiencia) y

evaluaci6n de ac七ivldade8 Para la expor･taci6n.
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Adem丘B de lo8 畠8tudio8 bま8ico6 Be deber丘n. atender lo8 8iguienteE3

conlPOnenteB :

1_ MeJoramlento amblental

1.1 tleJoramlen七o de la calldad de la8 agua8

Id8ntificar y cuantificar el efecto del be[neflciado d8 Caf6,

la告 pOrqueri2iaB y agua8 BerVidaB de laB

induBtrialeB y humana8, 8Obre la calidad del

mecaniE5mO8 Viable8 y una e6trategia papa la

pr-ob18maB.

otraEl aCtividade8

agu& y' e8七ablecer

re801uci6n de eBO8

1.2 Aba8七ecimien七o de agua potable

Reali2;ar un diagn68tico BObre la problem丘tica del ague

potable, en la8 COmunidade日 del proyecto. Ana11zar la8 0PCioneB

pare el meJoramien七o del BerVicio y la viabilidad t岳cnica y

econ6mica de la8 mi8ma8.

1.3 0rdena皿ien七o 七erritorlal llrbano-agricola

Reali2;ar un diagn68tico que permita definir:

1. Hacia donde debe crecer･cardinal皿ente e1 Sector urbano y el

agr･icola en forma arm6nica.

2. Debe tomar en cuenta cada uno de lo8 factore8 anterlore8 e

integrarユo8 papa Obtener una recomendaci6rl integral, qua permita

alcan21ar lo8 0bJetivo8 individuale8.

1.4 Honi七oreo, calidad ambiental (e8七rategia)

Definir una e8trategia de corto, mediano y

permita nedir el inpacto del proyecto.

largo pla2;O, que

En el corto pla2;0, Pue8tO que e8 importante ir valorando cada

efecto papa a8i corregir cualquier evento negativo a tiempo.

En el mediano y largo pla2;0 pue8tO que e8 neCeβario un

8eguimiento que permita medir el impacto de lo8 pr-OCeBO8 que 8e

iniciaron y Sue ademま8 mue8七r･en Bu8 efecto8 indirectoB.

i_5 Inventarlo de recur808 naturale8

E8te inven七ario debe permi七ir elaborar una e8trategia a mediano y

largo pla2;0 que.:

i. Garantice un de8arrO11o 8O8tenido con equilibrio.

2･ Implementar accione8 para r･eCuperaCi6n d8 re?urBO8 que Be

detecte 8B七色n Biendo afectadoβ
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